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教育 課 程 改 訂 に 伴 う 今 後 の 家 庭 科 教 育内 容 の 検 討( 第 ２ 報 ）

梅 花短 大　 家 本 ’修　　　 鳴 門 教 育 大　 ○ 広an　 月 江

大 阪 府 立 科 教 セン タ ー　 西 沢　 悦 子

前 報 に お い て 、 被 服 の内 容を 再 検討 す る必 要 があ る こ と 。 特 に 児 童 ・ 生 徒 の 衣 生 活

即 し た 内 容 に 再 編 成し て い か ねば な ら な い こ と が 分か っ た 。 そ の た め 、 被 服を 他 の

関 連 さ せ 、 衣生 活 を 総 合的 に 把 握 す る よう な 授 業 の 仕 方 に つ い て 、 現 在 の 家 庭 科 教

教 員 が い か に 認 識し て い る か に つ い て の 意 識・ 実 態 調 査 を 実 施 し た 。

小・ 中・ 高 校 の 家 庭 科 担 当 教 員 を対 象til質 問 紙・ 配票 留 置 法 を 実 施 。 実 施 時 期 は 、

１ 年 ９ 月 上 ～ 下 旬 。 調 査 地 域 、 大 阪 府 下・ 徳 島県 下 各 公 立 学 校12    0   8 校 と4    2   2

収 率 は5    7.6 ％ 。 主 た る 調 査 項目 は 、 基 本 属 性 、 現 行 の 被 服 教 育 や 実 習 内 容 及 び

（ 中 間 まと め ） の 項 目 、 今 後 の 指 導 方 向 や 取 り 上げ 方 に つ い て 質 問 項 目 な ど 。

考 察　 ①:  今 後 の 被 服 実 習 授 業 の 仕 方 に つ い て の 意 識 は 、 製 作 技 能 を 実 践 的 、 演習

り 上 げ な が ら 、 製 作 実 習 を さ せる 。（ 中･75 ．　8 ％)   ②:  製 作 実 習 の 題 材 は 、 現

軽 減し 、 エ ブ ロ ン な ど と する 。（ 中・4    4   .　70    ） と 考 え て い る こ と が 分 か っ た 。

合 的 な 授 業 の 仕 方 につ いて は 、 衣 食 住を 相 互に 関 連さ せ た 授 業 を す で に 実 施 し た も

は2    6   .　6 %  、 今 後 し たい と 思 っ たも の は16.7 ％ 。 ④:  被 服 と 住 居 と の 融 合 的 授 業

実 施し たも の4   4.5 ％ で あり 、 かな り 意 識し て い る こ と が 理 解 で き る 。 ⑤'■  児 童 ・ 生

の 興 味・ 関 心 の 高 い「 おし ゃ れ の 仕方 」 など を 取り 入 れ た授 業 をし たも の は.37 ．　７

、 今 後 そ の 様 な 授 業 をし た い と す るも の は.    5   1.    8 % で あ っ た 。R  : こ れ ら か ら「 お

やれ の 仕 方 」 や「 身 だし な み 」 に 間 す る 内 容 は 、 児 童・ 生 徒 の 生 活 実 態 に 即 し て い る と

え ら れろ 。 ⑦： ま た被 服 衛 生 的 な 方向 に も 関 心 が 持 た れ て い る 。（ 中･27 ．　3  ％ ）


